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スタートアップ支援
Tech-startups
Heavy Science/Deep Tech.

Carve out

まちづくり
（Smart City）

Art

Culture

Creative

Open

Innovation

Social Design

Policy/Rule

Beyond Capitalism

Public–Private Partnership

Sustainability

Technology Business Ecosystem

Well-being

スーパーシティ
デジタル田園都市国家構想

大学・高専・国研改革
スタートアップエコシステム

グローバル拠点都市化

自己紹介
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山梨県

奈良県
橿原市

6.5万人 80万人 80万人

13万人
37万人

233万人

880万人

276万人
132万人

35万人

12万人

162万人

現在様々な地域で官民連携によるスマートシティ推進を支援中

74万人

17万人
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国家/地域/都市経営
まちづくり分野に

イノベーション

が求められている

Paradigm Shift
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Innovation
Economic Growth Theory:経済発展の理論（1929）
Joseph Alois Schumpeter

New combinations

アントレプレナーによる新結合により経済成長がもたらされる

新しい財貨の生産：Production innovation
新しい生産方法の導入：process innovation
新しい販路の開拓：market innovation
原料あるいは半製品の新しい供給源の獲得：supply chain innovation
新しい組織の実現（独占的地位の形成やその打破）：organization innovation

『イノベーションは､視点を変えたり自分自身が変わったりすることが出発点になるのだ｡
ものの見方や自分自身を変えようとしているうちに､それまでとは異なったものが見えてくる｡』

『未来につきものの不確実性に対する反応として､俊敏な対応もある｡
戦略的な柔軟性は､不確実性の時代には望ましい要素だ｡
移り変わりの激しい世の中で､すみやかに製品や流通チャネルや技術を変更していくのは
企業にとって必須の条件だ｡』

-Gary Hamel

4



5
Copyright (C)  The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.

Copyright (C)  Incubation & Innovation Initiative

Society 5.0の実現
Smart Cityの推進

第4次産業革命/ウィズコロナ期
我々はどのように

地域課題を克服し、未来社会をデザインするか？

Society 5.0

Vision of human-centered future society promoted by

the Japanese government (G20)

人間中心の未来社会のビジョン

5
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街づくり/スマートシティ関連政策をめぐる大きな動き

ICT街づくり推進会議
スマートシティ検討ＷＧ「 第一次取りまとめ 」

産業構造審議会 新産業構造部会「新産業構造ビジョン」
戦略分野の検討（スマートに暮らす）

未来産業・技術委員会「Society 5.0 実現部会」

都市/地方/インフラ/ モノ・コト・サービス/サイバー空間

Society 5.0実現による日本再興～未来社会創造に向けた行動計画～

未

来

投

資

会

議

未

来

投

資

戦

略

スマートシティの実現に向けて 【中間とりまとめ】

2016.11.08 ～

2017.05.30

2017.01

2018.08.21

「スーパーシティ」構想の実現に向けて（最終報告）

2018.10.29～ 2019.02.14

2019年度末に政策統合、2020年から本格始動

SIPサイバー/アーキテクチャ構築及び実証研究の成果公表

2020.03.18

6

デジタル田園都市国家構想
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スマートシティを推進して
皆が幸せになるのか？

ワクワクする未来を描けているか？

“Social Impact” はあるか？

A “Vitamin” Or A “Painkiller” / “Moonshot”

“must-have”なService/Application & Solution
Not “nice-to-have”

7
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Big Pain Points

我が国が置かれている状況

8
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9

Before Internet
After Internet

50歳

30歳

100歳

＋３５％ －３５％

9
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1980 1995 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2040 2045

団塊の世代が75歳以上の後期高齢者に

人口（億人）

1.17            1.25            1.27       1.27         1.25        1.24        1.20        1.16           1.07        1.02  

高齢化率

9 %            15 %         20 %       23%        27 %       29 %       30 %      32 %          36 %        38 %

社会保障給付費 87.7          103.4       114.8                             149.3 – 151.0 210.8 – 216.2

医療費 28.1            32.3        37.7                                49.3 – 51.8 70.5 – 77.2

介護費 5.8              7.5          9.4                                 15.7 – 16.5                              27.3 – 28.7

年金 46.2           52.4        54.9                                      64.2                                        85.9

2021年9月 デジタル庁発足

【1G】 【2G】 【3G】 【3.5G】 【3.9G】 【4G】 【5G】 beyond 5G      【6G】

“The Third Wave”
Alvin Toffler

“Being Digital”
Nicholas Negroponte

“Web 2.0”
Tim O'Reilly

Smart Phone

元年

CPS/AI/IoT

Platform 形成
COVID-19

shock

DX元年

宇宙開発
利活用元年

インターネット
商業化

Social化 Mobile化 自立化

IoT/Cloud普及

Singularity

宇宙開発/活用
本格化

衛星普及

DX

（兆円）

（兆円）

（兆円）

（兆円）

New Normal

分散化

“Web 3.0”
Gavin Wood

ヒトが老いる 社会保障費UP

10
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国土基盤ストックの維持管理・更新費動向

国土基盤ストックの
更新に伴う

都市の（再）開発の増加

まちが老いる
インフラメンテコストUP

11
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東日本大震災

熊本地震

北海道胆振東部地震

大阪北部地震 広島・岡山豪雨

関西空港浸水 北陸豪雪

北陸豪雪

北陸豪雪

広域・長期的な市街地浸水

多数・長期にわたる孤立集落同時発生

支援リソース不足

エネルギー供給長期途絶

地域医療機能麻痺

行政機能低下・停止

情報通信ネットワーク輻輳・途絶

サプライチェーン停止による
経済活動への影響

複数空港同時被災

建物等倒壊による交通麻痺

災害廃棄物処理の停滞

浸水被害復旧長期化

pandemic

起きてはならない最悪の事態が例年起きている
これからも起きる可能性が高い！！

日常化する大災害

12
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Smart City

Society 5.0

DX & GX
Digital & Green

transformation

SDGs
Sustainable Development Goals

一つの組織では実現不可能、チーム！総力戦！！

13
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G20

Osaka Leaders Declaration

Innovation: 
Digitalization, Data Free Flow with Trust

We reaffirm the importance of bridging the digital divide 

and fostering the adoption of digitalization among micro, 

small and medium enterprises 

(MSMEs) and all individuals, particularly 

vulnerable groups and also encourage networking and 

experience-sharing among cities for the development of 

smart cities. 

14
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スマートシティ推進

何が難しい？

15
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① 急速な技術革新
（おおよそ5年で環境が変化する）

まちづくりプロセスも変わる
民間企業/自治体のビジネスモデルも変わる

官民・異業種が連携してコラボレーションして
この複雑化する社会を乗り切ることが重要16

1980 1995 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2040 2045

【1G】 【2G】 【3G】 【3.5G】 【3.9G】 【4G】 【5G】 beyond 5G      【6G】

“The Third Wave”
Alvin Toffler

“Being Digital”
Nicholas Negroponte

“Web 2.0”
Tim O'Reilly

Smart Phone

元年

CPS/AI/IoT

Platform 形成
COVID-19

shock

DX元年

宇宙開発
利活用元年

インターネット
商業化

Social化 Mobile化 自立化

IoT/Cloud普及

Singularity

宇宙開発/活用
本格化

衛星普及

DX

New Normal

分散化

“Web 3.0”
Gavin Wood

16
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世代間ギャップ

0歳 15歳 25歳 30歳 35歳 40歳 45歳 50歳 60歳 65歳
0歳 10歳 15歳 20歳 25歳 30歳 35歳 45歳 50歳

0歳 5歳 10歳 15歳 20歳 25歳 35歳 40歳
0歳 5歳 10歳 15歳 20歳 25歳 35歳

0歳 5歳 10歳 15歳 20歳 25歳

A/D Hybrid世代 (Y)

ネット世代 （Z）
ソーシャル世代 (Z)

モバイル世代 (Z～α)

ロボットAI/Web3世代 (α～)

② 細分化されていく世代

1980 1995 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2040 2045

人口（億人）

1.17            1.25            1.27       1.27         1.25        1.24        1.20        1.16           1.07        1.02  

【1G】 【2G】 【3G】 【3.5G】 【3.9G】 【4G】 【5G】 beyond 5G      【6G】

“The Third Wave”
Alvin Toffler

“Being Digital”
Nicholas Negroponte

“Web 2.0”
Tim O'Reilly

Smart Phone

元年

CPS/AI/IoT

Platform 形成
COVID-19

shock

DX元年

宇宙開発
利活用元年

インターネット
商業化

Social化 Mobile化 自立化

IoT/Cloud普及

Singularity

宇宙開発/活用
本格化

衛星普及

DX

New Normal

分散化

“Web 3.0”
Gavin Wood

17
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③ スマートシティの構造化とマネジメントの複雑さ

Service / Application

地域課題/ Civic Pride

Well-being（幸福度）向上
住民QoL向上/来訪者の満足度向上

空間的価値の向上

データ連携基盤（都市OS 等）
ネットワーク空間

空間的特徴 時間的特徴 マネジメント

これからの都市政策/計画（複雑系/アジャイル型都市計画）

New Normal対応/ライフスタイルの変化

働き方・職住環境の変化等（時間・空間の束縛から解放）

ワーケーション・リビングシフト・多拠点居住・シェアリングエコノミー等

Cyber空間
複雑系

動的
Dynamic

(Real Time)

Data
Management

× × ×

Physical空間
工学系

静的
Static

Area
Management

従来型都市政策/計画
（工学系/ウォーターフォール型都市計画）

Society5.0実現/スマートシティ政策

Privacy Issue, Cyber Security, Trust, ELSI…
18
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D
ig

it
a

l 
L

a
ye

r

ＤＢ

2D～ ３D 地理空間情報基盤

水中

ＤＢ

地上

ＤＢ

航空
laser

ＤＢ

航空
写真

ＤＢ

人工
衛星

システム管理機能

システム共通機能

OPEN GIS

CityGML

Indoor GML 

OGC KML・・・

ＤＢ

Drone
写真

台帳管理システム その他管理システム

システム
連携機能

BIM CIM

Sensing
情報

G空間共通基盤

データセット
（観光・行政・交通情報 等）

ＤＢ ＤＢ

ヘルスケア
情報基盤

医療情報
基盤

PDS

情報信託機能

オプトインアウト機能

生体情報・
個人情報
家族情報 等

外部連機能

公的個人
認証基盤

行政手続き
基盤

自治体庁内基盤

外
部
連
携
機
能

契約情報
決済情報
健康情報 等

外部連機能

DBDB
情報銀行基盤

医療ヘルスケア基盤

電子行政基盤

決済基盤

キャッシュレス機能

外
部
連
携
機
能

コンテンツ変換
寄り添い

機能 基盤DB
外部連携

API

決済基盤

エリア共通コンテンツ

MaaS共通基盤

外部連携
機能 MaaS基盤

エネルギーDX基盤

エネルギー基盤

【各社個別】 システム基盤 ・ システム機能 ・ 個別機能（BIツール等） ・ 外部連携機能 ・データビジュアライゼーションツール

対話PF ： ユニバーサルインタフェース基盤（マルチモーダル多言語対話）

ＤＢ

デジタルアセット

建物/端末

データ

サービス
（ビジネス）

機能

連携機能

都
市
O
S

ネットワーク

センサー郡

Portal マイナンバー/ ID認証

MaaS
App

行政サービス

法人管理
APP

業務管理
APP

都市計画
APP

・・・

市民向けサービス来訪者向けサービス

ヘルスケア
App

法人向けサービス

決済
Solution

行政向け
Solution

MaaS
Solution 観光

App

業務管理
Solution

市民サービス
Solution エンタメ

AppTo CTo B

エッジ処理機能

オンプレ/スタンドアローン

デ
ー
タ
更
新
頻
度
・解
像
度

④ データ連携基盤とは・・・？

19
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⑤ 持続可能な社会モデルか？
（地方自治・産業政策の観点でも）

20
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首都圏を中心とした
広域連携

地方中核都市を
軸にした広域連携

等

広域 地区 街区

施設

建物内
都市の規模
により分類

オフィス

区画

ホテル

商業施設

オープンスペース等

駅

バスターミナル

執務室

提
供
サ
ー
ビ
ス

サイバー
空間

フィジカル
空間

共用

客室

共用

店舗

・・・・

居住エリア

都市

都市の地区計画
による

医療機関

施設
建物外

公共空間

公園

・・・

・・・・

共通化・共同利用可能領域 A

共通化・共同利用可能領域 B

共通化・共同利用可能領域 C
共通化・共同利用可能領域 D

個別A 個別B 個別C ・・・

共通化・共同利用可能領域 A

共通化・共同利用可能領域 B

共通化・共同利用可能領域 C

共通化・共同利用可能領域 D

個別A 個別B 個別C ・・・

直接的
受益者

間接的
受益者

アウト
プット

アウト
カム

ソーシャル
インパクト

投資
Activity

Service A

Service B

・・・

Service α

Service β

・・・

Service X

Service  Y

・・・

Service γ

Service Δ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

短期

中期

長期

短期

中期

長期

短期

中期

長期

ベースラインをどこに設定するか？

オープンデータ/域内データ

オープンデータの推進
ベースレジストリ整備
データ品質フレームワーク構築

データ連携基盤（OS等）
API接続

どのような社会を
実現する為に

誰が何に
投資をし

どのような受益の連鎖が起こり

ソーシャルインパクトを
最大化し再投資するか

21

スマートシティ政策推進の上でインパクト評価はどうあるべきか？
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財源の組み合わせをどのように考えるか？
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日本の成長戦略の基盤となる先進性の高い技術シーズやビジネスアイデア
の「事業化」を支援し、日本経済の活性化に貢献することを目的として、

設立した 異業種連携による「事業開発コンソーシアム」

Since2016

24
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VISION

“The Center of Innovation Eco-system”

第４次産業革命期にコロナショックを迎え、ますます複雑化する市場、経済、社会環境にお
いて、持続的に価値を創造するイノベーションエコシステムを構築し、

もって日本経済の活性化に貢献することを志向します。

Strategy

Open Innovation Platform - NEXT (New Emergence X-Tech.)-

産業界と自治体が協調し、異業種・地域連合による新たなオープンイノベーションプラットフォームを構築
、民間セクターおよび公共セクターのアセット（ヒト・モノ・カネ・情報・技術・制度・フィールド）を
活用したネットワーク型の新たなウィズ/ポストコロナ時代における産業創出、新規事業開発を行います。

ACTION

1. 地域間連携
- Virtual City Alliance w/ Super & Smart City Architecture

2. 新たな官民連携による産業創出
- Next Generation Public Private Partnership (Next-gen PPP)

3. DX・GX/スマートシティの推進
- DX・GX & Smart City Accelerator 25

25
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IIIコンソーシアムメンバー 4社

III協賛・後援メンバー（自治体・国研・公立大学） 22団体

III協賛・後援メンバー（その他） 3団体

2021年度（III第7期）
コンソーシアムメンバー等一覧（順不同、2022年3月11日時点）

26
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（参考）2021年度 活動概要

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

運営
(ｵﾝﾗｲ
ﾝ開
催）

総
会/

研
究
会

政
策
研
究
会

サイト
ビジット

（参考）
その他
ｲﾍﾞﾝﾄ等

Smart City Challenge PJ/自治体との打合せ／個別PJ打合せ（随時）

第1回総会
8/20（金）
16:00-17:30

第4回総会
3/11（金）
16:00-17:30

CEATEC2021
10/19～10/22

第5回研究会
1/14（金）
16:00-17:30

第6回研究会
2/18（金）
16:00-17:30

第1回研究会
9/17（金）
16:00-17:30

第2回総会
第2回研究会
10/8（金）
16:00-18:00

第3回総会
第4回研究会
12/13（月）
16:00-18:00

山梨県サイトビジット
10/13

オープンイノベーション
プログラム

3/23（月）16:00-18:00

★

★ ★

★

★ ★

★

※研究会は昨年同様、メンバー企業・自治体による取組みのご報告等の場として設置する。
※政策研究会は自治体間連携を図る目的で、本年度新しく設置する。

★

第1回政策研究会
（エンタメ）
10/29（金）
16:00-18:00

★
第2回政策研究会

（グリーン）
12/24（金）
16:00-18:00

★
第3回政策研究会

（イノベーション）
3/23（月）
15:00-16:00

★

★

第3回研究会
11/19（金）
16:00-17:30

加賀市サイトビジット
12/21-22

★

★
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「街が丸ごと」産業インキュベーター

Service / Application

地域課題

市民Well-being向上
来訪者の満足度向上

空間的価値
の向上

市民

自治体

地域企業/域外企業

大学/研究機関

NPO/NGO 等

Private Sector

Private Sector

Living Lab.

Startups

Academia

未来VISION

Open Innovation Approach

28
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III Smartcity Challenge (2018-)

29
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https://iiinext.jp/area/toyosu/
30
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モデル自治体との
取り組み事例
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浜松市 ベンチャー支援アドバイザー
浜松市 フェロー（デジタル・スマートシティ）

浜松市デジタル・スマートシティ官民連携プラットフォーム 運営委員会 副委員長
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33

ニューノーマル時代の新たな地方創生を

デジタルファースト宣言
R01/10/31

ピンチは
チャンス！！

やらまいか！！

デジタルスマートシティ
推進事業本部 設置

R02/04/01

中央政府より先行着手 ！！

33
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令和4年7月1日
浜松市デジタルを活用したまちづくり推進条例 施行

34
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デジタル・スマートシティ 浜松

35



Copyright (C)  Hironobu Azuma36



37
Copyright (C)  The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.

Copyright (C)  Incubation & Innovation Initiative37

浜松市デジタル・スマートシティ
官民連携プラットフォーム
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38

会員数174団体
R4.05.13

38
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産業政策とセットで
スマートシティ政策を推進

40
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浜松市 実証実験サポート事業

41
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浜松市ファンドサポート事業

浜松市認定VC 47社（令和4年度時点）
42

シード・R&D枠 ：1,000万円
一般枠 ：4,000万円
協業枠 ：2,000万円
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新たな地域/広域連携

山梨県
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山梨県と浜松市との幸福循環地域連携に関する共同宣言

○ 山梨県と浜松市には多くの共通項（人口・経済規模、産業構造、豊かな食材、行政課題 etc.）

○ 中部横断自動車道の全線開通によりアクセスが飛躍的に向上

○ 有機的な連携によりシナジー効果を発揮し、地域の幸福度を高める新たな価値を創出

【ハイクオリティやまなし】

●水素・燃料電池関係の先端研究拠点

●グリーン水素を作るＰ２Ｇシステム

【市民協働で築く 未来へかがやく創造都市・浜松】

●自動車や二輪車、楽器等の世界的メーカー

●ＶＣの支援によるスタートアップが集積

豊かな「食」伝統産業

幸福度を高める新たな価値を創出し、山梨・浜松から日本をリード！

中部横断自動車道全線開通

社会実装

幸福循環地域連携

背景・目的

先端技術

～Well-being Area Alliance～
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民間事業者・自治体・アカデミア
メンバー募集中！！

2022.09より第8期活動開始予定

48
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① Citizen First, Citizen-Driven Society
～ “Build Civic Pride” 当事者意識を！

② Multi-Stakeholder Process (MSP）
１．信頼関係の醸成 ２．社会的な正当性 ３．全体最適の追求 ４．主体的行動の促進 ５．学習する会議

～みんなワンチームで行動しよう！

③ Agile Governance
～走りながら進化する体制構築を！

スマートシティ - 現場で進める際の基本原則

49
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Thank you

hironobu.azuma.7

azuma.hironobu@jri.co.jp


